
若洲シーサイドパークグループ

若 洲 海 浜 公 園

事 業 計 画 書



１　施設名称

東京都立若洲海浜公園

２　指定管理者候補者

若洲シーサイドパークグループ

（構成）

東京港埠頭株式会社

株式会社ティアンドケイ

３　収支計画書

（単位：千円）

令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 計

総支出額 626,691 626,691 626,691 626,691 626,691 3,133,455

利用料金収入 876,691 876,691 876,691 876,691 876,691 4,383,455

納付金
（都への提案額）

250,000 250,000 250,000 250,000 250,000 1,250,000

指定管理者候補者の提案額



海上公園は、「海の都民への開放と自然環境の保全や回復」をビジョンとして、臨海部に体系的に創出された公の施設
で、海辺の自然とのふれあいのほか、散策やスポーツなどレクリエーションの場を都民に提供する貴重な空間となっています。
指定管理者は、東京都の行政の代行者として法令を遵守し、公平・公正な立場で、多様化するお客様ニーズに効果

的かつ効率的に対応した質の高いサービスを提供していく責務があります。
それらに応えるため、海上公園の設置目的を深く理解し、海上公園構想や海上公園ビジョンに加え、「2050東京戦略

～東京 もっとよくなる～」、「東京グリーンビズ」等の上位計画も踏まえ、社会情勢の変化、多様化する都民ニーズを的確
に捉え、公園の魅力をさらに高める取り組みを積極的に推進していく役割と責任を担うものと認識しております。

Ⅱ 事業計画
１ 管理運営に関する基本的事項

(1) 公の施設の管理運営に対する基本的考え方

若洲海浜公園は、ゴルフ、海釣り、サイクリング等のスポーツやレクリエーションを楽しむ人々が賑わう一方で、公園内の海
辺や広大な緑地、水辺には魚介類、鳥、昆虫等の多様な生物が生息する自然豊かな価値ある公園です。
本公園の管理運営にあたっては、先に述べた指定管理者の果たすべき役割と責任を踏まえ、都民や地域、関係団体等

とも連携または協働し、レクリエーション空間と豊かな自然が共存した持続可能な活力溢れる公園づくりを目指した取り
組みを推進することが重要であると考えます。
当グループは、若洲ヨット訓練所や江東区立若洲公園とも繋がる海上公園の一大拠点である本公園の指定管理者を4

期20年間務めてきました。その経験と培ったノウハウを最大限に活かし、公園の持つさらなる可能性や魅力を引き出して、
公園の価値を高めていくため、以下の4つの視点で創意工夫をもった管理運営に取り組んでいきます。
なお、これらの実現に向けては、定量的なパフォーマンス指標を設定の上、PDCAサイクルを活用した若洲マネジメントシ

ステム(別図1参照)を運用することで、事業の推進・検証・改善を繰り返し、管理運営のスパイラルアップを図っていきます。

1 指定管理者の役割

2 管理運営の基本的な考え方

お客様の満足度向上のためには、安全・安心かつ公平・公正を担保した上で、多様化するニーズを的確に捉え、安全で利便性と快適性を常
に高い水準に保ったお客様ファーストのサービスを提供することが重要です。また、本公園は様々な利用目的の方々が訪れるため、お客様皆さま
がルールとマナーを守り、互いに気遣う快適な利用環境をつくる必要があります。
当グループは、関係団体や都民と意見を交換する機会を定期的に設け、多様なニーズをいち早く収集しながら、DXや最新の管理手法を取り

入れ、お客様に寄り添ったホスピタリティ溢れる質の高いサービスを実現するとともに、ルールの丁寧な案内やマナー啓発を実施し、非日常の時間
を快適に楽しんでいただく満足度の高い管理運営を行います。

お客様満足度を最上級にする質の高いサービスの追求視点１

若洲海浜公園は、ゴルフ場のほか海釣り・サイクリング・散策など多様な施設を有し、多くのお客様に利用いただいております。
広大な海と緑が調和されたダイナミックな眺望を目の前に、潮風を感じながらレジャーが楽しめ、都心から手軽に自然とふれあうことができます。
当グループは、都民や関係団体、隣接する若洲ヨット訓練所や江東区立若洲公園とも連携し、本公園の自然豊かなレクリエーション空間の

特性を存分に活かした公園運営に取り組み、公園の魅力向上と活性化を図っていきます。さらに公園の水辺と緑に広がる多様な生態系を未
来へつなげる貴重な資源として保全する維持管理を推進することで、公園の価値をさらに高めていきます。

若洲海浜公園の特性や資源を活用した賑わい創出視点２

若洲海浜公園特有の地盤沈下や汚水浸出、メタンガスの発生等を把握し、適切に対応していくとともに、施設を管理するにあたり環境へ配
慮しながら、常に安全・安心で快適な状態に保つ信頼度の高い維持管理を実施することが重要です。
当グループでは、 「維持管理ガイドライン」をもととした独自の「パークメンテナンス方式」(別図2参照)に準拠して、巡回や点検等を徹底して、

事故や突発的な不具合を未然に察知して防止するとともに、迅速かつ適切に対処します。
また、近年の異常気象(酷暑や雷等)や災害発生(台風や地震等)による事故・被害も想定されます。災害時の防災拠点としての役割を理

解し、周辺施設等との連携を図り、定期的な訓練やマニュアルの見直しを行い、防災力を強化します。

安全・安心を確保した公園の維持・管理運営視点３

公園は、都市が抱えるコミュニティ形成・健康増進・子育て支援・地域経済の活性化・歴史・文化の継承など、様々な課題の解決に活用さ
れてきました。当グループにおいても、引き続きその課題に向き合うとともに、「経済成⾧・環境保全・社会的公正」を若洲海浜公園経営の3軸と
してバランスよく成り立たせ、環境プログラムの体験を通じて、お客様が自然と共生する意識を高め、自然と調和した持続可能な都市の進化に
貢献していきます。

持続可能な都市を支える公園経営視点４



● 基本事業計画に基づく各年度事業計画の策定(年次)

● 事業の検証結果・対応方針に基づき、具体的な改善策を立案(随時)

● 協働事業に係る都民や若洲ヨット訓練所、江東区立若洲公園と連携できるよう事業計画書を共有(随時)

Plan(計画)

● 年度事業計画及び立案した改善策に基づき、取り組みを実行

(サービス提供、維持管理、自主事業、広報、安全対策、ニーズ及び要望対応、人材育成 等)

● 若洲ヨット訓練所、江東区立若洲公園との連携による管理体制の強化(一体管理体制)

Do(実行)

● 毎月、以下により事業の進捗状況を確認し、実施した取り組みの効果を、連携施設とともに評価・検証

・ 公園マネジメント会議(本社及び現場事務所とのスタッフで行う事業及び改善策の進捗状況確認)

・ 品質管理チーム・専門部会(本社主体で業務全体の目標設定、進捗管理、評価と業務への反映)

・ 安全衛生委員会(若洲海浜公園・若洲ヨット訓練所・江東区立若洲公園で構成)

● 専門家による客観的な視点で管理運営状況を評価・検証

・ 若洲海浜公園評価委員会(学識経験者等で構成された評価委員による評価・助言)、コース監修者視察

● 各業界関係団体との連携によるモニタリング

● お客様(都民)の満足度調査

Check(検証)

● 検証結果を踏まえた課題抽出、対応方針の検討(随時)

● 次年度事業計画への反映内容の検討(年次)

・ グループ運営協議会(次年度事業計画書に対する助言・承認)

Action(対策)

＜別図1 若洲マネジメントシステム＞

管理運営全般の業務は、ＰＤＣＡサイクル活動を使って計画的に検証・改善します。

＜別図2 パークメンテナンス方式＞
対応事例

地盤沈下による園路の不陸解消

「維持管理ガイドライン」に、
地盤沈下が発生しやすい箇所
と点検方法を記載

P

日常点検(目視等)や月一回の
計測点検を行うとともに、計
画的な修繕を実施

D

安全衛生委員会による評価・
検証C

「維持管理ガイドライン」へ
改善内容等を反映A

日常点検
チェックシート

安全衛生委員会
による検証



(2)海上公園の管理運営における基本理念

若洲海浜公園は、都心からのアクセスが良く、ゴルフ場や海釣り、サイクリング、散策など多様な施設を有し、日常では味
わえないレクリエーションが楽しめる公園です。海上公園の管理運営実績50年を誇り、水域管理の豊富な 経験とノウハ
ウをもった 代表企業A社を中心に、ゴルフ場運営やコース設計に係る豊富 なキャリアをもつB社、コース管理における高
い技術と豊富な経験を併せ持った協力企業など各分野の高い専門性を集結させます。
環境特性に応じた安全・安心かつ快適な利用環境を維持する管理手法や質の高いサービスを遂行するための人材育

成方法等、若洲海浜公園における20年間の管理経験で培ったノウハウを活かして公園の魅力をさらに向上させます。
管理運営における基本理念を「大都市東京でありながら自然と調和した特別なレクリエーション空間が広がる活

力と存在感溢れる公園づくり」と定め、管理運営の重要事項の実現に向けて取り組んでまいります。

【ゴルフ場】

重要事項1 公営ゴルフ場としての意義を果たし、誰もが利用しやすい運営

重要事項2 快適な利用環境の形成とホスピタリティ溢れる接遇によるお客様満足度のさらなる向上

B社A社

● 若洲ゴルフリンクス管理運営担当
● フロント、コース管理、キャディマスター室

キャディ、食堂、練習場、カート、売店業務 等

● 事業全体の統括、東京都との連絡調整
● 海釣り施設及び関連園地管理運営担当
● 近隣企業等との連携または協働

1 管理運営における基本理念

2 構成員の役割

3 重要事項に対するノウハウを活かした取組

具体的な取組ノウハウの活用

● 障害の有無や世代・性別問わず多様なニーズへ適確に対応
したプレーメニューやサービスの展開

● 計画的かつ効率的な維持管理により営業日や1日の利用
枠を拡大(利用促進)

● 誰もが使いやすく、わかりやすい公平・公正な予約システムの
構築・運用

● 多世代や初心者を対象としたレッスンの充実

● 科学的根拠に基づく環境に配慮したコース管理

●Ｂ社 若洲ゴルフリンクス 20年間の管理運営の実績と知見

●Ｂ社 若洲ゴルフリンクス 20年間のコース管理実績と知見

●Ｂ社 ゴルフ場の運営32箇所、コース設計57箇所の実績

●Ｂ社 (公社)日本プロゴルフ協会等との強固な協働体制

●Ｂ社 「障害者ゴルフ大会」の開催実績

●Ｂ社 予約システム管理企業※との協働
※ B社グループ企業 全国162コースの予約システム管理

具体的な取組ノウハウの活用

● 高い接遇技術をもつスタッフによるわかりやすく丁寧な利用案内

● DXを活用したスムーズな利用環境(スマートラウンドEVO)

● 季節等にあわせた綿密なタイムテーブルを設定、プレー状況に
応じた細やかな進行管理

● 科学的データに基づき、先進技術を取り入れた独自の管理
手法による高いコースクオリティとハイレベルなコースコンディション

● マナーを啓発し、思いやりでつながる空間づくり

●Ｂ社 若洲ゴルフリンクス 20年間の管理運営の実績と知見

●Ｂ社 若洲ゴルフリンクス 20年間のコース管理実績と知見

●Ｂ社 ゴルフ場の運営32箇所、コース設計57箇所の実績

●Ｂ社 (公社)日本プロゴルフ協会等との強固な協働体制

●Ｂ社 予約システム管理企業※との協働
※ B社グループ企業 全国162コースの予約システム管理

●Ｂ社 若洲ゴルフリンクス コース監修者を配置

管理運営の基本的な考え方 視点 1、2、4

視点 1、3



【海釣り施設及び関連園地】

当グループが持つ公園管理経験や専門性の高いノウハウを最大限発揮し、公の施設・海上公園がもつ役割を果たしつつ、
持続可能な海上公園の象徴的存在へと進化させていきます。
公園に訪れる全ての人々が、安全で安心してスポーツやレジャーを楽しみながら、あらゆる生物が育まれた自然と調和し、

共生を実現させることで、次世代に受け継がれる魅力溢れる空間とします。

「 自然の育みにつつまれた空間に人々が賑わい笑顔と思いやりに満ちた公園 」

重要事項1 多様なニーズに対応した海と緑を楽しめる快適な空間づくり

重要事項2 近隣施設等との連携による事故等の防止

重要事項3 海釣り施設及び関連園地の特徴を活かしたお客様の拡大

重要事項3 適切な維持管理とお客様の健康にも配慮した安全・安心な施設環境の確保

具体的な取組ノウハウの活用

●DXを活用したお客様目線に立った親切・丁寧な利用案内

●公園の魅力等、お客様が必要とする情報をタイムリーに発信

●ユニバーサルデザイン対応や暑熱対策等による誰もが安全
で快適に利用できる公園づくり

●様々な手法によるルール・マナー啓発で、お客様同士の気づか
いある利用環境づくり

●Ａ社 海上公園等50年間の管理運営の公園マネジメント力

●Ａ社 既指定管理者としての実績と精緻な知見

●Ａ社 (公財)日本釣振興会等の関係団体との連携力

●Ａ社 造園、電気、機械、建築等の技術者による専門的技術力

具体的な取組ノウハウの活用

●園地への場外飛球や打球事故は、蓄積した発生データをも
とにハード面とソフト面で防止を徹底

●「維持管理ガイドライン」による計画的かつ効率的な維持管理

●災害や感染症、熱中症において、東京都等の指針に基づく
マニュアル・ガイドラインによる適切な管理

●Ｂ社 若洲ゴルフリンクス 20年間の管理運営の実績と知見

●Ｂ社 若洲ゴルフリンクス 20年間のコース管理実績と知見

●Ｂ社 ゴルフ場の運営32箇所、コース設計57箇所の実績

●Ｂ社 若洲ゴルフリンクスのコース監修者との連携力

●共通 管理実績に基づく「維持管理ガイドライン」の活用

●共通 「緊急時アクションマニュアル」等の策定

具体的な取組ノウハウの活用

●若洲ヨット訓練所及び江東区立若洲公園等との連携による
巡回・施設点検の徹底と不具合箇所等の適切な対応

●江東区立若洲公園と連携した日常的な事故防止対策や、
有事に迅速に対応する体制づくり

●東京都や警察、消防等と連携した情報伝達、安全対策

●近隣施設等と連携した自然災害を想定した防災訓練の実施

●Ａ社 海上公園等50年間の管理運営の公園マネジメント力

●Ａ社 東京都や江東区、警察等との密な連携力

●Ａ社 若洲ヨット訓練所及び江東区立若洲公園との密な連携力

●Ａ社 造園、電気、機械、建築等の技術者による専門的技術力

●共通 地域連携の定期的な防災訓練による高い防災意識

●共通 「緊急時アクションマニュアル」等の策定

具体的な取組ノウハウの活用

●幅広い利用層を対象に「釣り教室」を開催して釣りの普及と利
用促進を図る

●若洲ヨット訓練所や江東区立若洲公園と連携して、各々の
特性を活かしたイベントを開催

●園地やサイクリングロードを活用した「自然観察会」やワークショ
ップ、「安全講習会」等の各種イベントを開催

●江東区立若洲公園と連携した釣り具のレンタル・販売

●アクセスの向上と、他の海上公園との利用をつなぐ「シェアサイ
クル」の導入

●Ａ社 海上公園等50年間の管理運営の公園マネジメント力

●Ａ社 既指定管理者としての実績と精緻な知見

●Ａ社 若洲ヨット訓練所及び江東区立若洲公園との密な連携力
●Ａ社 (公財)日本釣振興会等の関係団体との連携力

●共通 イベント等の調整力・企画運営力・情報発信力

4 指定管理者終了後の姿

視点 3

視点 2、3

視点 1、4

視点 2、4



(3)指定管理者の責務

海上公園を管理する指定管理者は、東京都の行政代行者として法令等を遵守して、障害者に対する社会的障壁の除
去や多様性社会、環境問題などの社会課題に対し、積極的に取り組む必要があります。
当グループでは、「東京都障害者・障害児施策推進計画」に基づき、全ての都民が共に暮らす共生社会の実現を目指し、

様々な取り組みによって社会的責任を果たしていきます。
また、社会の持続的な発展を目指すべく、「2050東京戦略～東京 もっとよくなる～」や持続可能な開発目標(SDGs)に

基づき、性別や年齢、国籍など区別なく、誰もが安心して利用できるダイバーシティの実現や管理運営業務全般において、
生物多様性の保全や環境負荷低減に取り組みます。

(1)これまでの経験やノウハウを活かした適確な対応

障害者に対する社会的障壁の除去は、人権の尊重と社会の多様性を実現するための基盤となり、国際的な人権意識
の高まりや新たな法令の整備、市民の意識変化など多様な背景を踏まえ、今後はさらなるバリアフリー化、情報アクセシビ
リティの確保、雇用の機会均等、偏見や差別の根絶等を実現していく必要があります。障害者を含む全ての人が快適に
生活し、社会に貢献できる環境を整えられるよう、これまでの経験やノウハウを活かして適確な対応を実施します。

(2)障害者の雇用への取組

① 障害特性に応じて就労場所や就労時間は柔軟に対応し、働きやすい環境をつくります。

② 関連機関(障害者就業・生活支援センター等)との連携により、法令や支援制度等最新の情報を把握するとともに、
定期的な職場視察会を実施し、助言等をいただき、常に障害者スタッフに寄り添った快適な職場環境をつくり出します。

コミュニケーション
ボードによる接遇

手話研修
(全スタッフが受講)

「障害者ゴルフ大会」
(学生ボランティアの帯同)

ゴルフ関係団体との連携による
視覚障害者へのプレーサポート

学生ボランティア

合理的配慮研修
(全スタッフが受講)

海釣り施設
車いす等優先スペース

駐車場 歩経路
バリアフリー化

若洲海浜公園
バリアフリーマップ

① (公社)日本プロゴルフ協会と協働により、「障害者ゴルフ大会」を開催します。段差や歩行距離等に配慮したティーやピ
ンポジションを設定して、安全で快適にプレーできるコースをつくるとともに、プロゴルファーや学生ボランティアが選手のプ
レーをサポートします。ボランティアやスタッフが参加者とコミュニケーションを取ることで、合理的配慮への理解を深めます。

② (公社)日本プロゴルフ協会との共催により、障害者ゴルフの発展やジュニアゴルファー育成を目的とした基金募集を兼ね
た「スポーツチャリティ大会」を開催します。参加者は障害者やジュニアを主な対象として、インクルーシブな環境でゴルフ
を楽しんでもらうとともに、都民に大会の意義へ賛同いただき、ゴルフを通じた共生社会の実現を目指します。

③ (公社)日本プロゴルフ協会と協働により、「障害者ビギナーデー」を開催し、障害特性に応じたスイングをプロゴルファー
等から学び、障害者ゴルフの発展につなげます。

④ 全スタッフを対象に合理的配慮研修を実施し、必要かつ合理的配慮に関する知識をさらに深めます。

⑤ 受付窓口では、筆談用の筆記具や上肢安定補助具を配置するなど、障害特性に応じた「おもてなし」を行います。
視覚障害者には関係団体協力のもと利用におけるサポートなどを行い、安全かつインクルーシブな利用環境をつくります。

⑥ バリアフリーマップを整備周知し、必要な方には車いすの貸し出しを行います。

⑦ 海釣り施設に車いす等の優先スペースを設けます。

1 基本的な考え方

2 障害者に対する社会的障壁の除去

補修前

補修後



環境にも配慮した総合防除の手法

「ゼロエミッション東京戦略 Beyond カーボンハーフ」の実現に向け、環境負荷削減をはじめ、省エネルギーの推進や再生
品の使用等、管理運営業務全般において、環境に配慮した取り組みを推進します。

当グループの持続可能な開発目標(SDGs)

● 維持管理全般にわたり、総合防除の手法による管理を基本として、
適切な剪定による物理防除や天敵を利用した生物防除、グリーン等
においては、環境特性を見極め、最も適した芝草を選定するなどの耕
種防除を行い、化学防除を最小限にするため、あらゆる技術を組み
わせ、生物多様性の保全を行い、持続可能なコースをつくります。

● ドローンに搭載した特殊カメラで水分量や植生状態を把握し、無駄の
ない適所適量な散水を行うことで、水の使用量を削減します。
観測結果はデータで蓄積して、芝の状態を分析し、適切に対応します。

● コース内フェアウェイやラフの不陸補修等で撤去した芝を関連園地や
他海上公園の芝生地などの補修で再利用します。

● 樹木の剪定枝は場内でチップ化し、歩経路等のクッション材として
リサイクルし、場外への排出をゼロにします。

● 刈芝は目土修復などに使用し、場外への排出を削減します。
● 公園全体で使用する電力はCO2フリーの水力発電による再生可能エネルギーとします。
● 食堂では、独自の管理システムによる徹底した在庫管理や、調理過程で発生する野菜や魚の切り落とし部分を有効

活用したメニューづくりにより、フードロスを削減します。
● 売店のゴルフボールやティー、シューズ等は環境に配慮した商品を販売するとともに、オリジナルエコ商品としてランドリー

バッグやマイボトルを展開し、使い捨てプラスチックの削減を徹底します。
● ジュニア向けスクールでは、身体の成⾧により不要になった卒業生等のゴルフクラブを次世代の参加者へリユースします。
● 管理運営業務で使用する事務用品等は、「東京都グリーン購入ガイド」に基づき、選定した製品を使用します。

不当な差別的言動は、個人の尊厳を傷つけるだけでなく、社会全体の調和や信頼を損なう要因となります。
国際都市として発展を続ける東京都において、「東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会」の開催を契機に、オリン

ピック憲章のいかなる種類の差別も許されないという理念をさらに都民へ浸透させていく必要があり、当グループにおいてもス
タッフへの人権教育の実施や万が一不当な言動があった場合の対応体制を整備し、人権を尊重し合う環境をつくります。

● 内閣府が定める「障害者差別解消法」の事例をもとに、マニュアルを作成し、実践シミュレーションを行います。
● 公園にかかわるSNS等での不当な差別的発言を監視するとともに、全スタッフへ情報リテラシー教育を実施します。
● A社B社ともに社内相談窓口を本社、顧問弁護士等第三者により設置し、全従業員が相談できる場所を提供します。
● 全スタッフに向け、リーフレットの配布や研修を行い、不当な差別的言動の防止に向けた啓発活動を実施します。
● カスタマーハラスメントに関する具体的な対策方針を弁護士等専門家の監修のもと策定し、スタッフが安心して働

くことができる職場環境を維持します。より公平・公正なサービスを提供することで、お客様満足度の向上に繋げます。

3 公の施設における不当な差別的言動の防止

4 事業活動に係る環境負荷の低減



２　人員配置計画等
　（１）人員配置計画（その１）

　　　　以下に掲げる管理組織にどのような雇用形態の職員を配置し、又は委託して業務を遂行するのか記入して下さい。

【総括表】 （単位：人）

常勤職員 非常勤職員 その他 その他の具体的な内容 計（１） 警備委託 計（２）

9 1 0 10 ━ 10

48 23 32
ｺｰｽ維持管理委託先職員
食堂業務委託先職員

103 2 105
関連園地を兼
務

（うち、キャディの人数） (14) (18) 0 (32) 0 (32)

2 0 1
ｺﾞﾙﾌ場、海釣り施設、関
連園地に関する補助業務

3 0 3
ｺﾞﾙﾌﾘﾝｸｽを兼
務

59 24 33 116 2 118

＊該当の雇用形態欄に人数を記入すること。人数は、延べ人数ではなく実数を記入すること（複数の管理組織を担当する職員がいても、いず
れかの管理組織に振り分けること。）。
＊「常勤職員」とは、週40時間程度勤務し、貴団体が複数年にわたり雇用する職員をいう。
＊「非常勤職員」とは、アルバイト、パートなど臨時に契約する職員とする。
＊「警備委託」とは、警備や時間外の施設管理等に必要な人員を委託によって充てる際に記入すること。
＊「その他」とは、派遣職員など、上記の雇用形態に該当しないものをいう。当該欄に記入した場合は、必ず「その他の具体的内容」欄にそ
の内容を記入すること。
＊計（１）には、警備委託を除いた雇用形態の合計を記入すること。
＊計（２）には、警備委託を含めた雇用形態の合計を記入すること。

管　理　組　織
雇　用　形　態

備　　考

本社等･･･（ａ）

ゴルフリンクス･･･（ｂ）

海釣り施設等･･･（ｃ）

総合計（ａ＋ｂ+ｃ）



２　人員配置計画等 枚

　（１）人員配置計画（その２）

　　　各管理組織（若洲海浜公園施設、本社等）における職員等の役職、担当業務、能力等、雇用形態、一週間の勤務時間を、一人一人（1行ごと）　　
　　記載して下さい。また、本様式とは別に、職員の勤務ローテーション表（標準1か月　A4　様式任意）を添付して下さい。

ゴルフリンクス 海釣り施設等 本社等 常勤 非常勤 その他 警備委託

1 ○ ○
公園管理
事務所長

ｺﾞﾙﾌ場、海釣り施設、関連
園地の全体の統括業務

防火防災管理者、上級救命技能
認定、公園管理経験27年、安全
運転管理者、安全衛生推進者 他

○ 40時間 若洲海浜公園全体統括

2 ○ ○
若洲関連
園地ﾘｰﾀﾞｰ

海釣り施設、関連園地統括
業務

上級救命技能認定、公園・施設
管理経験15年、釣りｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ、
東京ｼﾃｨｶﾞｲﾄﾞ検定

○ 40時間 海釣り施設、関連園地統括

3 ○
ｺﾞﾙﾌﾘﾝｸｽ
支配人

ｺﾞﾙﾌ場全体の責任者
ｺﾞﾙﾌ場支配人・副支配人経験14
年、安全管理者、芝草管理技術
者3級

○ 40時間 ゴルフリンクス統括

4 ○
ｺﾞﾙﾌﾘﾝｸｽ

副支配人Ａ
総務、ﾌﾛﾝﾄ、食堂部門の総
責任者

ｺﾞﾙﾌ場副支配人・ﾏﾈｰｼﾞｬｰ業務経
験13年、ｺﾞﾙﾌ関連企業勤務経験8
年、ITﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ、CSR検定

○ 40時間

5 ○
ｺﾞﾙﾌﾘﾝｸｽ

副支配人Ｂ
ｷｬﾃﾞｨﾏｽﾀｰ室、練習場部門
の総責任者

ｺﾞﾙﾌ場支配人・副支配人勤務経
験33年、R＆Aレベル1取得 ○ 40時間

6 ○ ｸﾞﾘｰﾝｷｰﾊﾟｰ ｺｰｽ管理部門総責任者
ｺｰｽ管理経験26年､芝草管理技術
者2級、農薬管理指導士 ○ 40時間

7 ○
ｻﾌﾞｸﾞﾘｰﾝ
ｷｰﾊﾟｰＡ

ｺｰｽ管理部門次席責任者
ｸﾞﾘｰﾝｷｰﾊﾟｰ補佐

ｺｰｽ管理職経験31年、芝草管理技
術者2級、農薬管理指導士、危険
物取扱責任者、高所作業車免許

○ 40時間

8 ○
ｻﾌﾞｸﾞﾘｰﾝ
ｷｰﾊﾟｰＢ

各種ｺｰｽ管理作業、更新作
業

ｺｰｽ管理職経験12年、芝草管理技
術者2級 ○ 40時間

9 ○ ○
若洲関連
園地ﾁｰﾌ

海釣り施設、関連園地統括
業務補助

上級救命技能認定、公園・施設
管理経験5年、釣りｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ ○ 40時間

10 ○ ﾌﾛﾝﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰ
受付、精算業務、予約業務
等統括

ｺﾞﾙﾌ場ﾌﾛﾝﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰ業務経験4
年、ｺﾞﾙﾌ関連企業勤務経験2年、
ｼｽﾃﾑ管理業務歴8年、ITﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ

○ 40時間

10

＊管理組織欄には、職員等が管理する施設名等（複数可）に○印を記入すること。
＊キャディの人員も記載すること。
＊本様式に書ききれない場合は、本様式を複数枚使用すること（右上の欄に枚数等を記入すること。）。
＊役職については、若洲海浜公園等を管理運営する上で必要と思われる役職（所長、警備員等）を記入すること。
＊能力、資格、実務経験年数等は実際に配置する予定職員を想定の上記入すること。
＊雇用形態については該当する欄に○印を記載し、それぞれの数を合計すること。
＊総合計欄は、本様式を複数枚使用したときに、雇用形態の総合計を記載するために使用すること（1枚目に記載すれば足りる。）。
　なお、各雇用形態欄における雇用人員数（実数）の計と「（１）人員配置計画（その１）」の合計（ａ＋ｂ＋ｃ）は、一致させること。

備考

雇用人員数（実数）　　　　計
総合計 118（人）

合　　計 10

 1/ 12 

管理組織
役職

担当業務内容
（具体的に）

能力、資格、実務経験
年数等

雇用形態 一週間の
勤務時間



２　人員配置計画等 枚

　（１）人員配置計画（その２）

　　　各管理組織（若洲海浜公園施設、本社等）における職員等の役職、担当業務、能力等、雇用形態、一週間の勤務時間を、一人一人（1行ごと）　　
　　記載して下さい。また、本様式とは別に、職員の勤務ローテーション表（標準1か月　A4　様式任意）を添付して下さい。

ゴルフリンクス 海釣り施設等 本社等 常勤 非常勤 その他 警備委託

1 ○ ｷｬﾃﾞｨﾏｽﾀｰ
ｷｬﾃﾞｨ労務管理、ｻｰﾋﾞｽ品質
管理、ｷｬﾃﾞｨ教育担当者

ｺﾞﾙﾌ場ﾏﾈｰｼﾞｬｰ業務経験23年、
PGAPﾌﾟﾛ資格 ○ 40時間

2 ○ ○
関連園地・
ｺﾞﾙﾌ場兼務
ｽﾀｯﾌ(1)

ｺﾞﾙﾌ場、海釣り施設、関連
園地に関する諸業務

上級救命技能認定、公園・施設
管理経験3年、釣りｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ ○ 40時間

3 ○ ○
関連園地・
ｺﾞﾙﾌ場兼務
ｽﾀｯﾌ(2)

ｺﾞﾙﾌ場、海釣り施設、関連
園地に関する諸業務

上級救命技能認定、公園・施設
管理経験3年、釣りｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ ○ 40時間

4 ○ ○
関連園地・
ｺﾞﾙﾌ場兼務
ｽﾀｯﾌ(3)

ｺﾞﾙﾌ場、海釣り施設、関連
園地に関する補助業務

接客業務・一般事務経験者 ○ 40時間

5 ○
ﾌﾛﾝﾄ・事務
ｽﾀｯﾌ(1)

受付、精算業務、予約業
務、各種データ入力等

ｺﾞﾙﾌ場ﾌﾛﾝﾄ業務経験8年
ｷｬﾃﾞｨ業務経験7年 ○ 40時間

6 ○
ﾌﾛﾝﾄ・事務
ｽﾀｯﾌ(2)

受付、精算業務、予約業
務、各種データ入力等

ｺﾞﾙﾌ場ﾌﾛﾝﾄ業務経験1年 ○ 40時間

7 ○
ﾌﾛﾝﾄ・事務
ｽﾀｯﾌ(3)

受付、精算業務、予約業
務、各種データ入力等

ｺﾞﾙﾌ場ﾌﾛﾝﾄ業務経験1年
商業施設案内係経験4年 ○ 40時間

8 ○
ﾌﾛﾝﾄ・事務
ｽﾀｯﾌ(4)

受付、精算業務、予約業
務、各種データ入力等

ｺﾞﾙﾌ場ﾌﾛﾝﾄ業務経験1年
Webデザイン業務歴2年 ○ 40時間

9 ○
ﾌﾛﾝﾄ・事務
ｽﾀｯﾌ(5)

受付、精算業務、予約業
務、各種データ入力等

ｺﾞﾙﾌ場ﾌﾛﾝﾄ業務経験1年 ○ 40時間

10 ○
ﾌﾛﾝﾄ・事務
ｽﾀｯﾌ(6)

受付、精算業務、予約業
務、各種データ入力等

ｺﾞﾙﾌ場ﾌﾛﾝﾄ業務経験1年 ○ 40時間

9 1

＊管理組織欄には、職員等が管理する施設名等（複数可）に○印を記入すること。
＊キャディの人員も記載すること。
＊本様式に書ききれない場合は、本様式を複数枚使用すること（右上の欄に枚数等を記入すること。）。
＊役職については、若洲海浜公園等を管理運営する上で必要と思われる役職（所長、警備員等）を記入すること。
＊能力、資格、実務経験年数等は実際に配置する予定職員を想定の上記入すること。
＊雇用形態については該当する欄に○印を記載し、それぞれの数を合計すること。
＊総合計欄は、本様式を複数枚使用したときに、雇用形態の総合計を記載するために使用すること（1枚目に記載すれば足りる。）。
　なお、各雇用形態欄における雇用人員数（実数）の計と「（１）人員配置計画（その１）」の合計（ａ＋ｂ＋ｃ）は、一致させること。

備考

雇用人員数（実数）　　　　計
総合計 （人）

合　　計 10

 2 / 12 

管理組織
役職

担当業務内容
（具体的に）

能力、資格、実務経験
年数等

雇用形態 一週間の
勤務時間



２　人員配置計画等 枚

　（１）人員配置計画（その２）

　　　各管理組織（若洲海浜公園施設、本社等）における職員等の役職、担当業務、能力等、雇用形態、一週間の勤務時間を、一人一人（1行ごと）　　
　　記載して下さい。また、本様式とは別に、職員の勤務ローテーション表（標準1か月　A4　様式任意）を添付して下さい。

ゴルフリンクス 海釣り施設等 本社等 常勤 非常勤 その他 警備委託

1 ○
ﾌﾛﾝﾄ・事務
ｽﾀｯﾌ(7)

総務及び経理業務
財務経理業務経験33年
日商簿記2級 ○ 40時間

2 ○
ﾏｽﾀｰ室
ｽﾀｯﾌ(1)

ｽﾀｰﾄ時間管理、ﾏｰｼｬﾙ業
務、ｷｬﾃﾞｨ教育、ｷｬﾃﾞｨ業務

ﾏｽﾀｰ室業務経験2年 ○ 40時間 マルチジョブ対応

3 ○
ﾏｽﾀｰ室
ｽﾀｯﾌ(2)

ｽﾀｰﾄ時間管理、ﾏｰｼｬﾙ業
務、ｷｬﾃﾞｨ教育、ｷｬﾃﾞｨ業務

ﾏｽﾀｰ室業務経験1年 ○ 40時間 マルチジョブ対応

4 ○
ﾏｽﾀｰ室
ｽﾀｯﾌ(3)

ｽﾀｰﾄ時間管理、ﾏｰｼｬﾙ業
務、ｷｬﾃﾞｨ教育、ｷｬﾃﾞｨ業務

ﾏｽﾀｰ室勤務経験9年
ｺﾞﾙﾌ場勤務経験18年 ○ 40時間 マルチジョブ対応

5 ○
ﾏｽﾀｰ室
ｽﾀｯﾌ(4)

ｽﾀｰﾄ時間管理、ﾏｰｼｬﾙ業
務、ｷｬﾃﾞｨ教育、ｷｬﾃﾞｨ業務

ﾏｽﾀｰ室業務経験1年
人事総務・経理業務経験27年 ○ 40時間 マルチジョブ対応

6 ○
練習場
ｽﾀｯﾌ(1)

各種レッスン講師 LPGA会員ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾌﾟﾛ資格A級 ○ 40時間 マルチジョブ対応

7 ○
練習場
ｽﾀｯﾌ(2)

受付、精算業務、清掃、
ﾎﾞｰﾙ回収、練習場設備保全

ｺﾞﾙﾌ場ﾌﾛﾝﾄ業務経験8年 ○ 40時間 マルチジョブ対応

8 ○
練習場
ｽﾀｯﾌ(3)

受付、精算業務、清掃、
ﾎﾞｰﾙ回収、練習場設備保全

ﾏｽﾀｰ室業務経験13年
ｺﾞﾙﾌ練習場業務経験6年 ○ 40時間 マルチジョブ対応

9 ○
練習場
ｽﾀｯﾌ(4)

受付、精算業務、清掃、
ﾎﾞｰﾙ回収、練習場設備保全

ｺﾞﾙﾌ練習場業務経験4年 ○ 40時間 マルチジョブ対応

10 ○
練習場
ｽﾀｯﾌ(5)

受付、精算業務、清掃、
ﾎﾞｰﾙ回収、練習場設備保全

ｺﾞﾙﾌ場ﾌﾛﾝﾄ・練習場業務経験26
年 ○ 40時間 マルチジョブ対応

10

＊管理組織欄には、職員等が管理する施設名等（複数可）に○印を記入すること。
＊キャディの人員も記載すること。
＊本様式に書ききれない場合は、本様式を複数枚使用すること（右上の欄に枚数等を記入すること。）。
＊役職については、若洲海浜公園等を管理運営する上で必要と思われる役職（所長、警備員等）を記入すること。
＊能力、資格、実務経験年数等は実際に配置する予定職員を想定の上記入すること。
＊雇用形態については該当する欄に○印を記載し、それぞれの数を合計すること。
＊総合計欄は、本様式を複数枚使用したときに、雇用形態の総合計を記載するために使用すること（1枚目に記載すれば足りる。）。
　なお、各雇用形態欄における雇用人員数（実数）の計と「（１）人員配置計画（その１）」の合計（ａ＋ｂ＋ｃ）は、一致させること。

備考

雇用人員数（実数）　　　　計
総合計 （人）

合　　計 10

 3/ 12 

管理組織
役職

担当業務内容
（具体的に）

能力、資格、実務経験
年数等

雇用形態 一週間の
勤務時間



２　人員配置計画等 枚

　（１）人員配置計画（その２）

　　　各管理組織（若洲海浜公園施設、本社等）における職員等の役職、担当業務、能力等、雇用形態、一週間の勤務時間を、一人一人（1行ごと）　　
　　記載して下さい。また、本様式とは別に、職員の勤務ローテーション表（標準1か月　A4　様式任意）を添付して下さい。

ゴルフリンクス 海釣り施設等 本社等 常勤 非常勤 その他 警備委託

1 ○
練習場
ｽﾀｯﾌ(6)

受付、精算業務、清掃、
ﾎﾞｰﾙ回収、練習場設備保全

ｺﾞﾙﾌ練習場業務経験6年、元日本
学生ｺﾞﾙﾌ連盟競技委員長、ｺﾞﾙﾌ
関連企業勤務経験24年

○ 40時間 マルチジョブ対応

2 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ

(1)
ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験36年
第1種衛生管理者 ○ 40時間 マルチジョブ対応

3 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ

(2)
ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験16年 ○ 40時間 マルチジョブ対応

4 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ

(3)
ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験14年
中学校・高等学校教諭1種 ○ 40時間 マルチジョブ対応

5 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ

(4)
ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験36年 ○ 40時間 マルチジョブ対応

6 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ

(5)
ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験26年 ○ 40時間 マルチジョブ対応

7 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ

(6)
ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験11年 ○ 40時間 マルチジョブ対応

8 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ

(7)
ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験33年 ○ 40時間 マルチジョブ対応

9 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ

(8)
ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験31年 ○ 40時間 マルチジョブ対応

10 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ

(9)
ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験18年 ○ 40時間 マルチジョブ対応

10

＊管理組織欄には、職員等が管理する施設名等（複数可）に○印を記入すること。
＊キャディの人員も記載すること。
＊本様式に書ききれない場合は、本様式を複数枚使用すること（右上の欄に枚数等を記入すること。）。
＊役職については、若洲海浜公園等を管理運営する上で必要と思われる役職（所長、警備員等）を記入すること。
＊能力、資格、実務経験年数等は実際に配置する予定職員を想定の上記入すること。
＊雇用形態については該当する欄に○印を記載し、それぞれの数を合計すること。
＊総合計欄は、本様式を複数枚使用したときに、雇用形態の総合計を記載するために使用すること（1枚目に記載すれば足りる。）。
　なお、各雇用形態欄における雇用人員数（実数）の計と「（１）人員配置計画（その１）」の合計（ａ＋ｂ＋ｃ）は、一致させること。

備考

雇用人員数（実数）　　　　計
総合計 （人）

合　　計 10

 4/ 12 

管理組織
役職

担当業務内容
（具体的に）

能力、資格、実務経験
年数等

雇用形態 一週間の
勤務時間



２　人員配置計画等 枚

　（１）人員配置計画（その２）

　　　各管理組織（若洲海浜公園施設、本社等）における職員等の役職、担当業務、能力等、雇用形態、一週間の勤務時間を、一人一人（1行ごと）　　
　　記載して下さい。また、本様式とは別に、職員の勤務ローテーション表（標準1か月　A4　様式任意）を添付して下さい。

ゴルフリンクス 海釣り施設等 本社等 常勤 非常勤 その他 警備委託

1 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ
(10)

ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験13年 ○ 40時間 マルチジョブ対応

2 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ
(11)

ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験16年 ○ 40時間 マルチジョブ対応

3 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ
(12)

ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験18年 ○ 40時間 マルチジョブ対応

4 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ
(13)

ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験10年 ○ 40時間 マルチジョブ対応

5 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ
(14)

ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験11年 ○ 40時間 マルチジョブ対応

6 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ
(15)

ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験30年
栄養士 ○ 38時間 マルチジョブ対応

7 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ
(16)

ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験34年
調理師 ○ 38時間 マルチジョブ対応

8 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ
(17)

ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験11年
宅地建物取引士 ○ 38時間 マルチジョブ対応

9 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ
(18)

ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験14年 ○ 38時間 マルチジョブ対応

10 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ
(19)

ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験25年 ○ 38時間 マルチジョブ対応

5 5

＊管理組織欄には、職員等が管理する施設名等（複数可）に○印を記入すること。
＊キャディの人員も記載すること。
＊本様式に書ききれない場合は、本様式を複数枚使用すること（右上の欄に枚数等を記入すること。）。
＊役職については、若洲海浜公園等を管理運営する上で必要と思われる役職（所長、警備員等）を記入すること。
＊能力、資格、実務経験年数等は実際に配置する予定職員を想定の上記入すること。
＊雇用形態については該当する欄に○印を記載し、それぞれの数を合計すること。
＊総合計欄は、本様式を複数枚使用したときに、雇用形態の総合計を記載するために使用すること（1枚目に記載すれば足りる。）。
　なお、各雇用形態欄における雇用人員数（実数）の計と「（１）人員配置計画（その１）」の合計（ａ＋ｂ＋ｃ）は、一致させること。

備考

雇用人員数（実数）　　　　計
総合計 （人）

合　　計 10

 5/ 12 

管理組織
役職

担当業務内容
（具体的に）

能力、資格、実務経験
年数等

雇用形態 一週間の
勤務時間



２　人員配置計画等 枚

　（１）人員配置計画（その２）

　　　各管理組織（若洲海浜公園施設、本社等）における職員等の役職、担当業務、能力等、雇用形態、一週間の勤務時間を、一人一人（1行ごと）　　
　　記載して下さい。また、本様式とは別に、職員の勤務ローテーション表（標準1か月　A4　様式任意）を添付して下さい。

ゴルフリンクス 海釣り施設等 本社等 常勤 非常勤 その他 警備委託

1 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ
(20)

ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験20年 ○ 38時間 マルチジョブ対応

2 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ
(21)

ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験13年 ○ 38時間 マルチジョブ対応

3 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ
(22)

ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験9年 ○ 38時間 マルチジョブ対応

4 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ
(23)

ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験21年 ○ 38時間 マルチジョブ対応

5 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ
(24)

ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験9年 ○ 38時間 マルチジョブ対応

6 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ
(25)

ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験22年 ○ 38時間 マルチジョブ対応

7 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ
(26)

ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験34年
ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ2級 ○ 38時間 マルチジョブ対応

8 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ
(27)

ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験11年 ○ 38時間 マルチジョブ対応

9 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ
(28)

ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験9年 ○ 38時間 マルチジョブ対応

10 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ
(29)

ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験21年 ○ 38時間 マルチジョブ対応

0 10

＊管理組織欄には、職員等が管理する施設名等（複数可）に○印を記入すること。
＊キャディの人員も記載すること。
＊本様式に書ききれない場合は、本様式を複数枚使用すること（右上の欄に枚数等を記入すること。）。
＊役職については、若洲海浜公園等を管理運営する上で必要と思われる役職（所長、警備員等）を記入すること。
＊能力、資格、実務経験年数等は実際に配置する予定職員を想定の上記入すること。
＊雇用形態については該当する欄に○印を記載し、それぞれの数を合計すること。
＊総合計欄は、本様式を複数枚使用したときに、雇用形態の総合計を記載するために使用すること（1枚目に記載すれば足りる。）。
　なお、各雇用形態欄における雇用人員数（実数）の計と「（１）人員配置計画（その１）」の合計（ａ＋ｂ＋ｃ）は、一致させること。

備考

雇用人員数（実数）　　　　計
総合計 （人）

合　　計 10

 6/ 12 

管理組織
役職

担当業務内容
（具体的に）

能力、資格、実務経験
年数等

雇用形態 一週間の
勤務時間



２　人員配置計画等 枚

　（１）人員配置計画（その２）

　　　各管理組織（若洲海浜公園施設、本社等）における職員等の役職、担当業務、能力等、雇用形態、一週間の勤務時間を、一人一人（1行ごと）　　
　　記載して下さい。また、本様式とは別に、職員の勤務ローテーション表（標準1か月　A4　様式任意）を添付して下さい。

ゴルフリンクス 海釣り施設等 本社等 常勤 非常勤 その他 警備委託

1 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ
(30)

ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験12年 ○ 38時間 マルチジョブ対応

2 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ
(31)

ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験28年 ○ 38時間 マルチジョブ対応

3 ○
ﾊｳｽｷｬﾃﾞｨ
(32)

ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験10年 ○ 38時間 マルチジョブ対応

4 ○
ポーター

(1)
ﾎﾟｰﾀｰ業務、ｷｬﾃﾞｨ業務補助
ｺｰｽ管理補助作業

ｶｰﾄ販売・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ企業業務経験43
年
ｺﾞﾙﾌ練習場業務経験2年
福祉用具専門相談員資格

○ 40時間 マルチジョブ対応

5 ○
ポーター

(2)
ﾎﾟｰﾀｰ業務、ｷｬﾃﾞｨ業務補助
ｺｰｽ管理補助作業

ﾎﾟｰﾀｰ業務経験2年 ○ 40時間 マルチジョブ対応

6 ○
ポーター

(3)
ﾎﾟｰﾀｰ業務、ｷｬﾃﾞｨ業務補助
ｺｰｽ管理補助作業

ｺﾞﾙﾌ場ﾌﾛﾝﾄ・練習場業務経験5年 ○ 40時間 マルチジョブ対応

7 ○
ポーター

(4)
ﾎﾟｰﾀｰ業務、ｷｬﾃﾞｨ業務補助
ｺｰｽ管理補助作業

ｺﾞﾙﾌ関連企業勤務経験14年 ○ 40時間 マルチジョブ対応

8 ○
ポーター

(5)
ﾎﾟｰﾀｰ業務、ｷｬﾃﾞｨ業務補助
ｺｰｽ管理補助作業

PGA会員ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾌﾟﾛ資格A級
ｼﾞｭﾆｱ指導員
ﾏｽﾀｰ室業務経験1年

○ 40時間 マルチジョブ対応

9 ○
ポーター

(6)
ﾎﾟｰﾀｰ業務、ｷｬﾃﾞｨ業務補助
ｺｰｽ管理補助作業

ﾏｽﾀｰ室業務経験2年 ○ 40時間 マルチジョブ対応

10 ○
ポーター

(7)
ﾎﾟｰﾀｰ業務、ｷｬﾃﾞｨ業務補助
ｺｰｽ管理補助作業

ﾏｽﾀｰ室業務経験6年 ○ 38時間 マルチジョブ対応

6 4 0

＊管理組織欄には、職員等が管理する施設名等（複数可）に○印を記入すること。
＊キャディの人員も記載すること。
＊本様式に書ききれない場合は、本様式を複数枚使用すること（右上の欄に枚数等を記入すること。）。
＊役職については、若洲海浜公園等を管理運営する上で必要と思われる役職（所長、警備員等）を記入すること。
＊能力、資格、実務経験年数等は実際に配置する予定職員を想定の上記入すること。
＊雇用形態については該当する欄に○印を記載し、それぞれの数を合計すること。
＊総合計欄は、本様式を複数枚使用したときに、雇用形態の総合計を記載するために使用すること（1枚目に記載すれば足りる。）。
　なお、各雇用形態欄における雇用人員数（実数）の計と「（１）人員配置計画（その１）」の合計（ａ＋ｂ＋ｃ）は、一致させること。

備考

雇用人員数（実数）　　　　計
総合計 （人）

合　　計 10

 7/ 12 

管理組織
役職

担当業務内容
（具体的に）

能力、資格、実務経験
年数等

雇用形態 一週間の
勤務時間



２　人員配置計画等 枚

　（１）人員配置計画（その２）

　　　各管理組織（若洲海浜公園施設、本社等）における職員等の役職、担当業務、能力等、雇用形態、一週間の勤務時間を、一人一人（1行ごと）　　
　　記載して下さい。また、本様式とは別に、職員の勤務ローテーション表（標準1か月　A4　様式任意）を添付して下さい。

ゴルフリンクス 海釣り施設等 本社等 常勤 非常勤 その他 警備委託

1 ○
ポーター

(8)
ﾎﾟｰﾀｰ業務、ｷｬﾃﾞｨ業務補助
ｺｰｽ管理補助作業

ﾏｽﾀｰ室業務経験19年 ○ 30時間 マルチジョブ対応

2 ○
ポーター

(9)
ﾎﾟｰﾀｰ業務、ｷｬﾃﾞｨ業務補助
ｺｰｽ管理補助作業

ﾎﾟｰﾀｰ業務経験5年 ○ 30時間 マルチジョブ対応

3 ○
ポーター
(10)

ｷｬﾃﾞｨ業務、ﾎﾟｰﾀｰ業務、
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験5年 ○ 28時間 マルチジョブ対応

4 ○
ポーター
(11)

ﾎﾟｰﾀｰ業務、ｷｬﾃﾞｨ業務補助
ｺｰｽ管理補助作業

ｷｬﾃﾞｨ業務経験34年 ○ 20時間 マルチジョブ対応

5 ○
ｺｰｽ管理
ｽﾀｯﾌ(1)

各種ｺｰｽ管理作業
ｺｰｽ管理職経験10年、芝草管理技
術者2級、危険物取扱責任者 ○ 40時間 コース維持管理業務委託

6 ○
ｺｰｽ管理
ｽﾀｯﾌ(2)

各種ｺｰｽ管理作業
ｺｰｽ管理職経験27年、芝草管理技
術者3級、危険物取扱責任者 ○ 40時間 コース維持管理業務委託

7 ○
ｺｰｽ管理
ｽﾀｯﾌ(3)

各種ｺｰｽ管理作業
ｺｰｽ管理経験34年
2級自動車整備士 ○ 40時間 コース維持管理業務委託

8 ○
ｺｰｽ管理
ｽﾀｯﾌ(4)

各種ｺｰｽ管理作業 ｺｰｽ管理経験32年 ○ 40時間 コース維持管理業務委託

9 ○
ｺｰｽ管理
ｽﾀｯﾌ(5)

各種ｺｰｽ管理作業 ｺｰｽ管理経験32年 ○ 40時間 コース維持管理業務委託

10 ○
ｺｰｽ管理
ｽﾀｯﾌ(6)

各種ｺｰｽ管理作業 ｺｰｽ管理経験29年 ○ 40時間 コース維持管理業務委託

4 6

＊管理組織欄には、職員等が管理する施設名等（複数可）に○印を記入すること。
＊キャディの人員も記載すること。
＊本様式に書ききれない場合は、本様式を複数枚使用すること（右上の欄に枚数等を記入すること。）。
＊役職については、若洲海浜公園等を管理運営する上で必要と思われる役職（所長、警備員等）を記入すること。
＊能力、資格、実務経験年数等は実際に配置する予定職員を想定の上記入すること。
＊雇用形態については該当する欄に○印を記載し、それぞれの数を合計すること。
＊総合計欄は、本様式を複数枚使用したときに、雇用形態の総合計を記載するために使用すること（1枚目に記載すれば足りる。）。
　なお、各雇用形態欄における雇用人員数（実数）の計と「（１）人員配置計画（その１）」の合計（ａ＋ｂ＋ｃ）は、一致させること。

備考

雇用人員数（実数）　　　　計
総合計 （人）

合　　計 10

 8/ 12 

管理組織
役職

担当業務内容
（具体的に）

能力、資格、実務経験
年数等

雇用形態 一週間の
勤務時間



２　人員配置計画等 枚

　（１）人員配置計画（その２）

　　　各管理組織（若洲海浜公園施設、本社等）における職員等の役職、担当業務、能力等、雇用形態、一週間の勤務時間を、一人一人（1行ごと）　　
　　記載して下さい。また、本様式とは別に、職員の勤務ローテーション表（標準1か月　A4　様式任意）を添付して下さい。

ゴルフリンクス 海釣り施設等 本社等 常勤 非常勤 その他 警備委託

1 ○
ｺｰｽ管理
ｽﾀｯﾌ(7)

各種ｺｰｽ管理作業 ｺｰｽ管理経験24年 ○ 40時間 コース維持管理委託

2 ○
ｺｰｽ管理
ｽﾀｯﾌ(8)

各種ｺｰｽ管理作業 ｺｰｽ管理経験4年 ○ 40時間 コース維持管理委託

3 ○
ｺｰｽ管理
ｽﾀｯﾌ(9)

各種ｺｰｽ管理作業 ｺｰｽ管理経験2年 ○ 40時間 コース維持管理委託

4 ○ 料理長
レストラン・調理部門責任
者、調理担当

調理師、食品衛生責任者、ふぐ
免許、調理経験38年 ○ 40時間 食堂業務委託

5 ○
ﾚｽﾄﾗﾝ
店長

レストラン・店舗責任者
接客担当

管理職経験20年 ○ 40時間 食堂業務委託

6 ○
調理

ｽﾀｯﾌ(1)
調理全般担当

調理師、ふぐ免許、調理経験33
年 ○ 40時間 食堂業務委託

7 ○
調理

ｽﾀｯﾌ(2)
調理全般担当 調理師、調理経験30年 ○ 40時間 食堂業務委託

8 ○
調理

ｽﾀｯﾌ(3)
調理全般担当

調理師、ふぐ免許、調理経験28
年 ○ 40時間 食堂業務委託

9 ○
調理

ｽﾀｯﾌ(4)
調理全般担当 調理師、調理経験20年 ○ 16時間 食堂業務委託

10 ○
調理

ｽﾀｯﾌ(5)
調理全般担当 調理経験2年 ○ 16時間 食堂業務委託

10

＊管理組織欄には、職員等が管理する施設名等（複数可）に○印を記入すること。
＊キャディの人員も記載すること。
＊本様式に書ききれない場合は、本様式を複数枚使用すること（右上の欄に枚数等を記入すること。）。
＊役職については、若洲海浜公園等を管理運営する上で必要と思われる役職（所長、警備員等）を記入すること。
＊能力、資格、実務経験年数等は実際に配置する予定職員を想定の上記入すること。
＊雇用形態については該当する欄に○印を記載し、それぞれの数を合計すること。
＊総合計欄は、本様式を複数枚使用したときに、雇用形態の総合計を記載するために使用すること（1枚目に記載すれば足りる。）。
　なお、各雇用形態欄における雇用人員数（実数）の計と「（１）人員配置計画（その１）」の合計（ａ＋ｂ＋ｃ）は、一致させること。

備考

雇用人員数（実数）　　　　計
総合計 （人）

合　　計 10

 9/ 12 

管理組織
役職

担当業務内容
（具体的に）

能力、資格、実務経験
年数等

雇用形態 一週間の
勤務時間



２　人員配置計画等 枚

　（１）人員配置計画（その２）

　　　各管理組織（若洲海浜公園施設、本社等）における職員等の役職、担当業務、能力等、雇用形態、一週間の勤務時間を、一人一人（1行ごと）　　
　　記載して下さい。また、本様式とは別に、職員の勤務ローテーション表（標準1か月　A4　様式任意）を添付して下さい。

ゴルフリンクス 海釣り施設等 本社等 常勤 非常勤 その他 警備委託

1 ○
調理

ｽﾀｯﾌ(6)
調理全般担当 調理経験1年 ○ 16時間 食堂業務委託

2 ○
ﾚｽﾄﾗﾝ

ｽﾀｯﾌ(1)
配膳・接客業務 接客経験30年、防火管理 ○ 40時間 食堂業務委託

3 ○
ﾚｽﾄﾗﾝ

ｽﾀｯﾌ(2)
配膳・接客業務 接客経験37年 ○ 40時間 食堂業務委託

4 ○
ﾚｽﾄﾗﾝ

ｽﾀｯﾌ(3)
配膳・接客業務 接客経験13年 ○ 40時間 食堂業務委託

5 ○
ﾚｽﾄﾗﾝ

ｽﾀｯﾌ(4)
配膳・接客業務 接客経験5年 ○ 40時間 食堂業務委託

6 ○
ﾚｽﾄﾗﾝ

ｽﾀｯﾌ(5)
配膳・接客業務 接客経験10年 ○ 40時間 食堂業務委託

7 ○
ﾚｽﾄﾗﾝ

ｽﾀｯﾌ(6)
配膳・接客業務 接客経験30年 ○ 16時間 食堂業務委託

8 ○
ﾚｽﾄﾗﾝ

ｽﾀｯﾌ(7)
配膳・接客業務 接客経験8年 ○ 16時間 食堂業務委託

9 ○
ﾚｽﾄﾗﾝ

ｽﾀｯﾌ(8)
配膳・接客業務 接客経験3年 ○ 16時間 食堂業務委託

10 ○
ﾚｽﾄﾗﾝ

ｽﾀｯﾌ(9)
配膳・接客業務 接客経験3年 ○ 16時間 食堂業務委託

10

＊管理組織欄には、職員等が管理する施設名等（複数可）に○印を記入すること。
＊キャディの人員も記載すること。
＊本様式に書ききれない場合は、本様式を複数枚使用すること（右上の欄に枚数等を記入すること。）。
＊役職については、若洲海浜公園等を管理運営する上で必要と思われる役職（所長、警備員等）を記入すること。
＊能力、資格、実務経験年数等は実際に配置する予定職員を想定の上記入すること。
＊雇用形態については該当する欄に○印を記載し、それぞれの数を合計すること。
＊総合計欄は、本様式を複数枚使用したときに、雇用形態の総合計を記載するために使用すること（1枚目に記載すれば足りる。）。
　なお、各雇用形態欄における雇用人員数（実数）の計と「（１）人員配置計画（その１）」の合計（ａ＋ｂ＋ｃ）は、一致させること。

備考

雇用人員数（実数）　　　　計
総合計 （人）

合　　計 10

 10/ 12 

管理組織
役職

担当業務内容
（具体的に）

能力、資格、実務経験
年数等

雇用形態 一週間の
勤務時間



２　人員配置計画等 枚

　（１）人員配置計画（その２）

　　　各管理組織（若洲海浜公園施設、本社等）における職員等の役職、担当業務、能力等、雇用形態、一週間の勤務時間を、一人一人（1行ごと）　　
　　記載して下さい。また、本様式とは別に、職員の勤務ローテーション表（標準1か月　A4　様式任意）を添付して下さい。

ゴルフリンクス 海釣り施設等 本社等 常勤 非常勤 その他 警備委託

1 ○
ﾚｽﾄﾗﾝ

ｽﾀｯﾌ(10)
配膳・接客業務 接客経験5年 ○ 16時間 食堂業務委託

2 ○
ﾚｽﾄﾗﾝ

ｽﾀｯﾌ(11)
ｺｰｽ売店接客業務、
周辺清掃・維持管理

接客経験23年 ○ 16時間 食堂業務委託

3 ○
ﾚｽﾄﾗﾝ

ｽﾀｯﾌ(12)
ｺｰｽ売店接客業務、
周辺清掃・維持管理

接客経験16年 ○ 16時間 食堂業務委託

4 ○
ﾚｽﾄﾗﾝ

ｽﾀｯﾌ(13)
ｺｰｽ売店接客業務、
周辺清掃・維持管理

接客経験15年 ○ 16時間 食堂業務委託

5 ○
ﾚｽﾄﾗﾝ

ｽﾀｯﾌ(14)
ｺｰｽ売店接客業務、
周辺清掃・維持管理

接客経験4年 ○ 16時間 食堂業務委託

6 ○
ﾚｽﾄﾗﾝ

ｽﾀｯﾌ(15)
ｺｰｽ売店接客業務、
周辺清掃・維持管理

接客経験3年 ○ 16時間 食堂業務委託

7 ○
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

部門担当(1)
目標設定、進行管理、ｻｰ
ﾋﾞｽ、維持管理水準向上等

公園施設等管理運営業務経験20
年、上級救命講習 ○ 40時間

本社勤務、若洲海浜公園を含
む公園全体の担当

8 ○
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

部門担当(2)
目標設定、進行管理、ｻｰ
ﾋﾞｽ、維持管理水準向上等

1級造園・土木施工管理技士、公
園管理運営士、農薬管理指導
士、刈払機、ﾁｪｰﾝｿｰ等

○ 40時間
本社勤務、若洲海浜公園を含
む公園全体の担当

9 ○
企画部門

担当
施設の活性化等の企画立
案及び補助

公園施設等管理運営業務経験12
年 ○ 40時間

本社勤務、若洲海浜公園を含
む公園全体の担当

10 ○
総務・経理
部門担当

人事、予算管理、出納業
務等

簿記、ﾋﾞｼﾞﾈｽ実務法務検定 ○ 40時間
本社勤務、若洲海浜公園を含
む公園全体の担当

4 6

＊管理組織欄には、職員等が管理する施設名等（複数可）に○印を記入すること。
＊キャディの人員も記載すること。
＊本様式に書ききれない場合は、本様式を複数枚使用すること（右上の欄に枚数等を記入すること。）。
＊役職については、若洲海浜公園等を管理運営する上で必要と思われる役職（所長、警備員等）を記入すること。
＊能力、資格、実務経験年数等は実際に配置する予定職員を想定の上記入すること。
＊雇用形態については該当する欄に○印を記載し、それぞれの数を合計すること。
＊総合計欄は、本様式を複数枚使用したときに、雇用形態の総合計を記載するために使用すること（1枚目に記載すれば足りる。）。
　なお、各雇用形態欄における雇用人員数（実数）の計と「（１）人員配置計画（その１）」の合計（ａ＋ｂ＋ｃ）は、一致させること。

備考

雇用人員数（実数）　　　　計
総合計 （人）

合　　計 10
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管理組織
役職

担当業務内容
（具体的に）

能力、資格、実務経験
年数等

雇用形態 一週間の
勤務時間



２　人員配置計画等 枚

　（１）人員配置計画（その２）

　　　各管理組織（若洲海浜公園施設、本社等）における職員等の役職、担当業務、能力等、雇用形態、一週間の勤務時間を、一人一人（1行ごと）　　
　　記載して下さい。また、本様式とは別に、職員の勤務ローテーション表（標準1か月　A4　様式任意）を添付して下さい。

ゴルフリンクス 海釣り施設等 本社等 常勤 非常勤 その他 警備委託

1 ○
設計・技術
部門担当

ｺｰｽ改造、改修担当
日本ｺﾞﾙﾌｺｰｽ設計者協会特別顧
問・理事、ｺﾞﾙﾌｺｰｽ設計者 ○ 40時間

本社勤務、若洲ゴルフリンク
スを含むゴルフ場全体の担当

2 ○
技術・企画
部門担当(1)

ｺｰｽ品質管理担当
ｺﾞﾙﾌ場設計運営会社勤務経験41
年、支配人経験2年、日本ｺﾞﾙﾌｺｰ
ｽ設計者協会正会員

○ 40時間
本社勤務、若洲ゴルフリンク
スを含むゴルフ場全体の担当

3 ○
技術・企画
部門担当(2)

ｺｰｽ品質管理・ｺｰｽｾｯﾃｨﾝ
ｸﾞ・ｺｰｽ改造、改修担
当・レッスン監修担当

都民文化栄誉章受章、世界ｺﾞﾙﾌ
殿堂入、米国・日本ﾌﾟﾛｺﾞﾙﾌ賞金
女王

○ 適時
世界・日本のゴルフ、ゴルフ
場の流れを若洲ゴルフリンク
スに反映

4 ○
財務部門

担当
財務経理担当 財務経理業務担当経験12年 ○ 40時間

本社勤務、若洲ゴルフリンク
スを含むゴルフ場全体の担当

5 ○
品質管理

部門担当(1)

顧客満足度向上・品質管
理
ゴルフ場予約システム監

ｺﾞﾙﾌ関連企業営業勤務18年、予
約ｼｽﾃﾑ管理会社経営21年 ○ 40時間

本社勤務、若洲ゴルフリンク
スを含むゴルフ場全体の担当

6 ○
品質管理

部門担当(2)
顧客満足度向上・品質管
理担当

経営企画兼総務人事担当経験9年
インドアゴルフ施設経営3年 ○ 40時間

本社勤務、若洲ゴルフリンク
スを含むゴルフ場全体の担当

7 ○ ○ 警備員(1)
海釣り施設、関連園地、
ｺﾞﾙﾌ場の警備

救急救命訓練受講者 ○ 40時間 警備業務委託

8 ○ ○ 警備員(2)
海釣り施設、関連園地、
ｺﾞﾙﾌ場の警備

救急救命訓練受講者 ○ 40時間 警備業務委託

9

10

5 1 2

＊管理組織欄には、職員等が管理する施設名等（複数可）に○印を記入すること。
＊キャディの人員も記載すること。
＊本様式に書ききれない場合は、本様式を複数枚使用すること（右上の欄に枚数等を記入すること。）。
＊役職については、若洲海浜公園等を管理運営する上で必要と思われる役職（所長、警備員等）を記入すること。
＊能力、資格、実務経験年数等は実際に配置する予定職員を想定の上記入すること。
＊雇用形態については該当する欄に○印を記載し、それぞれの数を合計すること。
＊総合計欄は、本様式を複数枚使用したときに、雇用形態の総合計を記載するために使用すること（1枚目に記載すれば足りる。）。
　なお、各雇用形態欄における雇用人員数（実数）の計と「（１）人員配置計画（その１）」の合計（ａ＋ｂ＋ｃ）は、一致させること。

備考

雇用人員数（実数）　　　　計
総合計 （人）

合　　計 8
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管理組織
役職

担当業務内容
（具体的に）

能力、資格、実務経験
年数等

雇用形態 一週間の
勤務時間



■ 勤務ローテーション表（標準1ヶ月）
SD ⇒ セルフデー SP ⇒ 特別営業日（セルフプレー） CL ⇒ 休場日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

SP SD SP SD SP CL SP SD
公園管理事務所長 休 休 休 休 休 休 休 休 休 9
若洲関連園地リーダー 休 休 休 休 休 休 休 休 8
若洲関連園地チーフ 休 休 休 休 休 休 休 休 8
関連園地・ゴルフ場兼務スタッフ(1) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
関連園地・ゴルフ場兼務スタッフ(2) 休 休 休 休 休 休 休 休 休 9
関連園地・ゴルフ場兼務スタッフ(3) 休 休 休 休 休 休 休 休 休 9

一日あたり出勤数 4 5 5 4 4 4 4 3 5 5 4 4 4 4 4 5 5 4 4 4 4 4 5 5 4 4 5 4 4 5

ゴルフリンクス支配人 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ゴルフリンクス副支配人A 休 休 休 休 休 休 休 休 8
フロント マネージャー 休 休 休 休 休 休 休 休 8
フロント・事務 スタッフ(1) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
フロント・事務 スタッフ(2) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
フロント・事務 スタッフ(3) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
フロント・事務 スタッフ(4) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
フロント・事務 スタッフ(5) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
フロント・事務 スタッフ(6) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
フロント・事務 スタッフ(7) 休 休 休 休 休 休 休 休 8

一日あたり出勤数 8 8 7 7 2 8 8 7 8 8 7 7 8 7 8 8 9 8 2 8 8 8 8 7 8 7 7 8 8 8

若洲ゴルフリンクス副支配人B 休 休 休 休 休 休 休 休 8
キャディマスター 休 休 休 休 休 休 休 休 8
マスター室 スタッフ(1) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
マスター室 スタッフ(2) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
マスター室 スタッフ(3) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
マスター室 スタッフ(4) 休 休 休 休 休 休 休 休 8

一日あたり出勤数 4 4 5 5 3 4 5 4 4 5 5 5 4 4 5 4 4 5 3 4 5 4 4 5 4 5 4 6 4 5

練習場 スタッフ(1) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
練習場 スタッフ(2) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
練習場 スタッフ(3) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
練習場 スタッフ(4) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
練習場 スタッフ(5) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
練習場 スタッフ(6) 休 休 休 休 休 休 休 休 8

一日あたり出勤数 4 5 5 5 0 5 5 5 5 5 4 4 4 5 5 5 5 4 0 5 5 4 5 5 4 4 5 4 6 5

役職名 / 担当業務 休日数



SD ⇒ セルフデー SP ⇒ 特別営業日（セルフプレー） CL ⇒ 休場日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

SP SD SP SD SP CL SP SD
ハウスキャディ (1) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (2) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (3) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (4) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (5) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (6) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (7) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (8) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (9) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (10) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (11) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (12) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (13) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (14) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (15) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (16) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (17) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (18) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (19) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (20) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (21) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (22) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (23) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (24) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (25) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (26) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (27) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (28) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (29) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (30) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (31) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ハウスキャディ (32) 休 休 休 休 休 休 休 休 8

一日あたり出勤数 32 32 32 0 0 32 32 32 32 32 0 0 32 32 32 32 32 0 0 32 32 32 32 32 0 0 32 32 32 32
ポーター (1) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ポーター (2) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ポーター (3) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ポーター (4) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ポーター (5) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ポーター (6) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ポーター (7) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ポーター (8) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ポーター (9) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ポーター (10) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
ポーター (11) 休 休 休 休 休 休 休 休 8

一日あたり出勤数 11 11 11 7 7 7 4 8 11 11 7 7 7 4 8 11 11 7 0 7 4 8 11 11 7 7 7 11 8 11

役職名 / 担当業務 休日数



SD ⇒ セルフデー SP ⇒ 特別営業日（セルフプレー） CL ⇒ 休場日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

SP SD SP SD SP CL SP SD
グリーンキーパー 休 休 休 休 休 休 休 休 8
サブグリーンキーパーA 休 休 休 休 休 休 休 休 8
サブグリーンキーパーB 休 休 休 休 休 休 休 休 8
コース管理 スタッフ(1) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
コース管理 スタッフ(2) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
コース管理 スタッフ(3) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
コース管理 スタッフ(4) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
コース管理 スタッフ(5) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
コース管理 スタッフ(6) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
コース管理 スタッフ(7) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
コース管理 スタッフ(8) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
コース管理 スタッフ(9) 休 休 休 休 休 休 休 休 8

一日あたり出勤数 9 10 9 8 12 8 8 8 9 9 8 8 8 8 8 9 9 8 12 8 8 8 9 9 9 8 8 10 9 10

料理長 休 休 休 休 休 休 休 休 休 9
調理 スタッフ(1) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
調理 スタッフ(2) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
調理 スタッフ(3) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
調理 スタッフ(4) 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 12
調理 スタッフ(5) 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 13
調理 スタッフ(6) 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 12

一日あたり出勤数 5 5 6 4 0 5 5 5 5 6 5 4 5 5 5 5 6 4 0 5 5 5 5 6 5 4 5 5 5 5

レストラン 店長 休 休 休 休 休 休 休 休 8
レストラン スタッフ(1) 休 休 休 休 休 休 休 休 休 9
レストラン スタッフ(2) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
レストラン スタッフ(3) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
レストラン スタッフ(4) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
レストラン スタッフ(5) 休 休 休 休 休 休 休 休 8
レストラン スタッフ(6) 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 13
レストラン スタッフ(7) 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 14
レストラン スタッフ(8) 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 14
レストラン スタッフ(9) 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 13
レストラン スタッフ(10) 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 14
レストラン スタッフ(11) / コース売店 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 19
レストラン スタッフ(12) / コース売店 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 19
レストラン スタッフ(13) / コース売店 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 18
レストラン スタッフ(14) / コース売店 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 19
レストラン スタッフ(15) / コース売店 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 19

一日あたり出勤数 10 9 10 10 0 9 10 10 10 10 9 9 9 9 10 9 10 9 0 10 10 10 10 10 10 9 10 9 9 10

役職名 / 担当業務 休日数



SD ⇒ セルフデー SP ⇒ 特別営業日（セルフプレー） CL ⇒ 休場日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

SP SD SP SD SP CL SP SD
（本社）マネジメント部門担当(1) 休 休 休 休 休 休 休 休 休 9
（本社）マネジメント部門担当(2) 休 休 休 休 休 休 休 休 休 9
（本社）企画部門担当 休 休 休 休 休 休 休 休 休 9
（本社）総務・経理部門担当 休 休 休 休 休 休 休 休 休 9
（本社）設計・技術部門担当 休 休 休 休 休 休 休 休 休 9
（本社）技術・企画部門担当(1) 休 休 休 休 休 休 休 休 休 9
（本社）技術・企画部門担当(2) 休 休 休 休 休 休 休 休 休 9
（本社）財務部門担当 休 休 休 休 休 休 休 休 休 9
（本社）品質管理部門担当(1) 休 休 休 休 休 休 休 休 休 9
（本社）品質管理部門担当(2) 休 休 休 休 休 休 休 休 休 9

一日あたり出勤数 10 0 0 10 10 10 10 10 0 0 10 10 10 10 10 0 0 10 10 10 10 10 0 0 10 10 10 10 10 0

役職名 / 担当業務 休日数



(2)組織体制・指揮命令系統と役割分担

(2)本社の役割と指揮

公園管理事務所⾧から各施設のスタッフまで、指揮系統を整備し、日常的に報告や連絡を行うことに加え、定期的な
グループ内の情報共有の場や、事業進捗状況の評価・確認を行う機会を設定することで円滑な組織運営に取り組みます。

1 基本的な考え方

2 組織体制

(1)公園管理事務所の役割と指揮

(3)業務改善・情報共有に向けた体制の確保

① 若洲海浜公園における、あらゆるサービス展開の拠点となる公園管理事務所には、グループ内の統括責任者として
A社から公園管理事務所⾧を配置し、事業全体を指揮・統括します。

② 公園内の施設ごとに、部門責任者を配置し、業務別にライン化した組織体制を構築します。
また、各ラインには必要な知識や経験を有する人員を配置し、施設を効率的に管理運営します。

③ 東京都との連絡調整や指示の履行は、A社スタッフ(公園管理事務所⾧含む)が一元的に担います。
④ 災害等の異常時には、公園管理事務所を現地対策本部に切り替え、A社の本社対策本部、東京都等と緊密に

連携しつつ、責任ある対応を行います。

① 重要案件の協議や公園管理事務所への必要な指示・支援を行うため、A社及びB社の代表等で構成するグルー
プ運営協議会を統括組織として設置します。また、外部の学識経験者で構成する若洲海浜公園評価委員会を
設置して、管理運営における重要な課題への取り組み等の評価・助言を行います。

② 指定管理業務全体の目標設定 、進捗管理 、評価と業務全体への反映を担う品質管理チームをA社本社に置
くとともに、ゴルフ場の管理水準向上のため、B社本社及び支配人、グリーンキーパー等で構成する専門部会を設
置し、芝草研究機関との連携を図りながら、現場と一体になって指定管理業務を効果的・効率的に推進します。

若洲海浜公園 組織運営図



現場対策本部
●お客様の安全確保
●安全な場所への避難誘導
●通信手段の確保
●消火活動

●一時滞在施設の開設情報
●公共交通機関などの情報収集

●負傷者対応
●被害状況の把握
●施設点検

●混乱防止のための情報提供
●一時滞在施設への誘導
●仮設トイレ設置
●防災備品配布

復旧への
協力 完了

危機管理対策本部
●初動体制の確立
●対応の指示
●現場への応援
●情報収集

●被害状況の
把握

連絡調整連携

指示

報告

連
絡

本社(A社)

時 間 経 過

公園管理事務所

報告

報
告

東 京 都警察・消防

災害発生

● 地震等による発災時には、Ａ社の「大規模地震等発生時初動対応マニュアル」並びに「緊急時アクションマニュアル」に基づいて、
お客様の安全確保を最優先し、関係機関およびグループ内に現場の正確な第1報を伝達するとともに、応急措置等を施します。

● Ａ社本社に危機管理対策本部を設置、指揮命令、東京都をはじめとする関係機関との連絡、情報を一元化して本格対応のための体
制を整え、お客様の安全確保を第一とした迅速な対応を進めます。

● 地震等の発災時には、帰宅困難者が多く発生すると考えられます。有事の際には、近隣施設や企業とも連携して、施設に備える災害用
備品を活用しながら積極的に受け入れ、交通機関の回復や公の支援が届くまで、行政代行者として安全の確保に全力を尽くします。

● 若洲海浜公園は「災害時臨時離発着場候補地」及び「大規模救出救助活動拠点候補地」に、隣接する若洲ヨット訓練所は「一時滞
在施設」となっているため、関係機関と連携し協力します。

災害発生時

平常時

3 平常時・夜間・災害発生時等の対応

夜 間 時

● 警備員を365日配置と機械警備を設置し、警備員は各施設の巡回を適宜実施して事件・事故等の有事に備えます。
● お客様が開所時間外でも連絡可能な緊急用携帯電話を警備室に設置し、24時間365日緊急連絡に対応します。
● 有事には公園管理事務所⾧等へ即時報告する緊急連絡体制及びスタッフが速やかに現地へ参集する体制を構築し、現場対応や

東京都、関連機関(警察、消防、海保等)との連絡･調整を行います。
● 有事の際は、必要に応じて江東区立若洲公園(夜間有人警備)や若洲ヨット訓練所とも連携しながら対応します。
● 急激な天候異変時は、公園管理事務所で状況に応じた「連絡体制」「待機態勢」を構築して対応します。
● 元旦の日の出時の安全対策は、常駐警備の増員等による「特別警備体制」で対応します。

東
京
都

指示

報告

報告

指示

●お客様対応とサービスの向上

●東京都へ報告・情報共有・調整

●イベントの企画・調整・運営

●撮影対応

●広報・情報発信

●維持管理の監理・監督・評価

●巡回や点検による事故や不正利用防止

●ゴルフ場予約管理（個人情報保護の徹底）

●スタッフの適切な配置

●ボランティア等との調整・協働

●関係団体との調整・協働

●運営計画の立案と予算執行管理

公園管理事務所

●目標設定・進捗管理・事業評価

●緊急時の体制の確立と整備

●東京都へ報告・情報共有・調整

●維持管理の監理・監督・評価

グループ本部
指示報告



作業計画立案、安全衛生委員会委員、
農薬管理、作業機械管理監督員 等

コース管理経験を10年以上経験し、芝
草管理技術者2級以上の資格者

海釣り施設・関連園地の責任者、
維持管理及び工事検査員 等

公園及び施設管理を10年以上経
験し、釣りインストラクターの資格者

公園統括責任者、東京都・本社との連絡調整 等

公園及び施設管理を20年以上経験し、防火防災管理者や安全運転管理者等の資格者

(3)人材の確保と職員の技術・能力向上への取組

1 人材確保と人員配置の方針

2 効果的、効率的な管理運営に必要な人材確保と人員配置

指定管理者として、東京都の行政の代行者であることを認識し、法令を遵守して、東京都の施策を深く理解し、公平・
公正な立場で、サービスを提供していくことが責務であり、また若洲海浜公園は、海上公園及び東京都の公園で他にな
いゴルフ場や海釣り施設を有しているため、管理運営には、それぞれ高い専門的な知識を持った人材が必要となります。
当グループでは、これまでに培ったノウハウをもとに、高い専門的な知識を有した人員を継続的に確保・配置・育成して、

若洲マネジメントシステムのもと、若洲海浜公園の魅力を最大限に高め、効果的かつ効率的な管理運営を行います。

巡回・点検、受付・電話対応、イベント企画運営、撮影対応、東京都への各種報告、維持管理 等

公園管理・施設管理、接客接遇の経験があり、コミュニケーション能力、釣りインストラクターの資格、ゴルフ
場のフロント業務の知識を有した人材を配置

A社 B社 上段:業務内容 下段:人員配置

受付・精算業務、予約等システム管理。電話対応、売店・食堂管理、備品管理、総合管理センター維持
管理 等。総務・経理担当は、各種契約書作成、就業規則作成等の事務、財務報告の作成と管理 等

接客接遇経験、高いコミュニケーション能力を有し、グループ独自の研修の受講と一定の研修期間を経て
公の施設の管理を理解した人材を配置
フロントを統括するマネージャーは、5年以上のフロント経験、ITシステムの知識、総務・経理担当は労務及
び財務管理経験10年以上で簿記等の専門知識を有する人材

キャディ及びポーター労務管理、コース進行管理、コース品質管理、キャディ教育、大会運営 等

キャディ経験2年以上で、ルールやマナー、円滑なプレー進行に精通し、グループ独自の研修の受講と一定
の研修期間を経て公の施設の管理を理解した人材を配置
統括のキャディマスターは、危機管理や労務管理の社内試験に合格し、高いマネジメント能力をもつ人材

受付・精算業務、防球・集球設備の維持管理、レッスン講師・カリキュラム作成、レッスンイベント運営 等

グループ独自の研修を受講し、公園全般の知識と公共性の高い優れた接遇能力をもつ人材を配置
レッスン講師は、(公社)日本プロゴルフ協会及び(一社)日本女子プロゴルフ協会所属プロゴルファー

食堂運営(調理・提供、メニューづくり、栄養管理、食品衛生管理 等)、売店運営 等

スタッフは、協力企業の食堂運営(別店舗)で経験を積んだ人材を、独自の接遇研修の教育を経て配置
食堂を統括する店⾧は、ゴルフ場食堂店⾧20年以上の経験者、調理⾧は大手外食企業での調理経験
20年以上の人材

協力企業

ゴルフコース 維持管理全般、関連園地 緑地管理、芝草及び土壌等 科学的分析、樹木調査 等

若洲ゴルフリンクスの環境特性にあったコース管理の精緻な知見と高い技術をもつ人材を配置
当企業本社に科学的分析や環境配慮のモニタリング等、高い専門技術をもつ、研究チームを置く

海釣り施設・関連園地

練習場

公園管理事務所⾧

関連園地リーダー

キャディ業務、ポーター業務、マスター室及びコース管理補助、コース内清掃、コース内安全点検 等

グループ独自の研修を受講し、社内認定制度で一定の技能や知識を認められた人材を配置

キャディ・ポーター

フロント

経験豊富な現グループのスタッフを継続的に確保するとともに、公平・公正な採用試験を実施し、新たな人材の確保を図ります。人材確保

個々の経験や能力に応じて、適材適所に人材を配置し、円滑な運営体制を構築します。人材配置

日常業務を通じた育成を基本にしながら、業務上必要な基礎的知識や専門的技術能力の向上につながる研修や資格支援等
を実施し、人材育成を図っていきます。人材育成

ゴルフ場の責任者、本社との連絡調
整、安全衛生委員会委員⾧ 等

ゴルフ場副支配人を10年以上経験
し、公営ゴルフ場の経営ノウハウ

ゴルフ場支配人

フロント・食堂・予約システム等DX責
任者、設備維持・清掃監督員 等

ゴルフ場マネージャーを10年以上経
験し、接遇とクレーム対応の高い技
術をもち、ゴルフ場のサービス全般の
知見

マスター室・練習場・キャディ・ポー
ターの責任者、工事監督員 等

ゴルフ場マネージャーを10年以上経
験し、安全で円滑なコース進行や
コース管理の知見

ゴルフコース維持管理及び関連園地
緑地管理の監督員 等

サブグリーンキーパーを10年以上経
験し、若洲ゴルフリンクス特有の環境
下で高いコースクオリティとハイレベル
なコースコンディションを維持するノウ
ハウと技術

ゴルフ場副支配人A

ゴルフ場副支配人B

サブグリーンキーパー

グリーンキーパー

食堂

公園管理事務所公園管理事務所

マスター室

コース管理

※ 次頁参照



3 スタッフ等の技術や能力向上に向けた取組

公園管理経験があり、１級造園・土木施工管理技士等の資格者を
配置し、目標設定や進捗管理、評価を行い、運営に反映

マネジメント部門

公園管理経験がある者を配置し、施設の活性化等の企画立案を行い、
運営に反映

企画部門

簿記等の資格者を配置し、A社に係る人事や予算管理、出納業務等
を担い、現場を補助

総務・経理部門

若洲ゴルフリンクスのコース監修者及び設計者を配置し、設計者の視点でコースコンディションの定
期的な点検等を行い、評価や助言をして、運営に反映

設計・技術部門

若洲ゴルフリンクス監修者(世界ゴルフ殿堂入りした女子プロゴルファー)等を配置し、レッスンの監
修やイベント企画、コースクオリティ向上への評価や助言を行い、運営に反映

技術・企画部門

ゴルフ場予約システム管理会社経営経験、ゴルフ関連企業経営経験者を配置し、管理運営にお
けるDXの活用立案や高い情報セキュリティ管理体制を構築し、現場と調整

品質管理部門

効率的な財務管理を行うため、財務経理業務経験10年以上の者を配置し、経費の適正執行
や財務諸表の確認、会計士等との調整・報告を行い、経営状況を常に把握し、管理

財務部門

重要事項の協議や公園管理事務所への必要な指示・支援
を行い、A社品質管理チーム※とB社専門部会※を設置し、現
場と指定管理業務を効果的・効率的に推進します。

※品質管理チーム ※専門部会

※専門部会

A社 B社

効 果内 容7つの能力向上

東京都施策の理解

指定管理者として求められる行政代行能力を向上

行政代行 ●公園行政、法令理解のための講習会 年4回

●指定管理者制度に関する勉強会 年1回

コンプライアンスの理解

個人情報保護や反社会的勢力などコンプライアンスに関する理解や対応力を向上

法令遵守 ●個人情報管理に関する研修 年1回、●反社会的勢力に関する研修 年1回

●汚職等非行防止研修 年1回、●ハラスメント防止研修 年1回

●情報リテラシー研修 年1回

防災・セキュリティの理解

発災時、適切にお客様の安全を確保するため、危機管理能力を向上

危機管理 ●緊急対応訓練 年1回

●ITパスポートの取得

維持管理の技術向上
安全な維持管理

維持管理関係の資格取得支援のほか、技術力の向上

維持管理

●土木・造園施工管理技士、公園管理運営士等の資格取得支援 通年

●芝草管理技術者等の資格取得支援 通年、●芝草学会への研究発表 適宜

●技術向上や安全管理のための内部・外部研修 年10回

●安全管理研修 年4回、●刈払機、チェーンソー安全教育 適宜

●救急救命訓練 年1回

お客様への
対応力の向上

お客様へのおもてなしや様々なご意見に対応する能力を向上

接客接遇

●新人研修 適宜

●接客接遇、コミュニケーション研修 年1回、●クレーム対応研修 年1回

●OJT研修 適宜 (外部講師によるパーソナル研修も年3回実施)

●インバウンド研修 年1回

●合理的配慮に関する研修 年1回、●手話研修 年1回

●キャディ技術教育 通年、●ルール改訂等、ゴルフ専門知識研修 年2回

●DX・AI研修 年1回

社会貢献の理解
サステナビリティ及びSDGsの理解を深め社会貢献活動の能力を向上

社会貢献
●CSR検定取得支援 通年

企画力の向上

イベントなどの自主事業の企画力などを向上

自主事業能力向上 ●企画調整力、渉外力、運営力のスキルアップ研修 通年

●釣りインストラクターの取得

●生物多様性に関する研修 年1回

これまで培った公園管理運営のノウハウを土台として、さらなるスタッフの能力開発のため、以下7つの分野で研修等を実施
します。スタッフ各々が得た知識や技術、能力は、より良い公園の管理運営の実現に活かしていきます。




